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みんなの力で記念植樹！

　今冬の初雪が記録された11月27日（日）に、

「スプリングパーク芋沢」に幼児も参加して

桜の木の植え込みを行ないました。

　そのときの記念撮影．ノきっと来春には…

この広報紙は、再生

紙を使っています。



》
清
津
峡
小
学
校

樽
ば
や
し
…
清
津
峡
雷
太
鼓

　
　
　
　
…
清
津
雪
お
ろ
し

　
雷
の
あ
と
に
、
白
い
雪
が
降
る
状
況
を

力
づ
よ
く
表
現
し
た
曲
で
す
。

〈
貝
野
小
学
校

リ
コ
ー
ダ
ー
重
奏
…
カ
ル
テ
ッ
テ
ィ
ー
ノ

　
時
間
の
合
間
を
ぬ
っ
て
練
習
し
て
い
ま

す
。
テ
ン
ポ
の
早
い
曲
な
の
で
軽
快
に
演

奏
し
ま
す
。

毎月二回習っています。大変むづ

かしいですが頑張っています。

－
鞭
難
慧
嚢
噸

　
十
一
月
十
八
日
働
、
中
里
中
学

校
に
お
い
て
村
内
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
の
音
楽
発
表
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
音
楽
発
表

会
は
開
催
日
は
市
町
村
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
が
第
四
十
四
回
郡

市
小
学
校
音
楽
交
歓
会
も
兼
ね
て

の
開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
発
表
が
始
ま
る
前
に
中
里
村
教

擁

懸繊
享∵’厩
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》
高
道
山
小
学
校

合
　
奏
…
威
風
堂
々

　
　
　
…
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ

　
四
年
生
か
ら
音
楽
部
と
体
育
部
に
分
か

れ
練
習
し
て
い
ま
す
。
二
十
一
人
だ
け
で

す
が
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。

鮫喋綴会
垂
芸
醗
羅
撒

〈
倉
俣
小
学
校

合
　
奏
…
フ
ッ
ク
ト
・

　
　
　
　
　
　
オ
ン
ク
ラ
シ
ツ
ク
ス
訊
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
四
年
生
、
五
年
生
、
六
年
生
の
四
十
六

人
で
演
奏
し
ま
す
。
み
ん
な
で
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
た
。

講
穫

　3年生全員で合唱します。校内
合唱コンクール、都市中学校コン

クールと発表してきました。
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ぐ
中
里
中
学
校

吹
奏
楽
…
「
第
二
組
曲
」
よ
り

　
今
年
は
、
中
越
大
会
金
賞
、
県
大
会
入

賞
で
部
員
が
一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
三
年
生
が
引
退
し
、
丁
二
年

生
の
部
員
で
演
奏
し
ま
す
。

▲高道山小学校

　詩一吟…中庸・勧学

育
振
興
会
長
で
あ
る
中
里
中
学
校

金
子
校
長
先
生
が
「
こ
の
音
楽
会

は
村
内
の
小
学
校
と
中
学
校
が
一

緒
に
で
き
る
た
だ
一
つ
の
事
業
で

す
。
誰
も
が
主
役
で
あ
る
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
今
ま
で
練
習
し
て

き
た
こ
と
を
全
部
こ
こ
で
発
表
し

て
く
だ
さ
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
述

、
べ
ら
れ
ま
し
た
。

》
倉
俣
小
学
校

合
　
唱
…
大
き
な
夢
の
マ
ー
チ

　
　
　
…
学
校
坂
道

　
毎
週
木
曜
日
に
音
楽
朝
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
「
大
き
な
夢
の
マ
ー
チ
」
は
、
音
楽

ク
ラ
ブ
の
演
奏
で
合
唱
し
ま
す
。
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第胴中里ボ㍉中
垂
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〈
田
沢
小
学
校

合
　
奏
…
ダ
ッ
タ
ン
人
の
踊
り

　
　
　
…
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
テ
ー
マ

　
四
年
生
、
五
年
生
、
六
年
生
の
三
十
七

名
で
す
。
「
ダ
ッ
タ
ン
人
の
踊
り
」
は
、
G

M
で
お
な
じ
み
の
ロ
シ
ア
村
の
テ
ー
マ
曲

で
す
。

灘
灘
灘
巽
醸

▲中里中学校

　合　唱…大地讃頒

》
貝
野
小
学
校

リ
コ
ー
ダ
ー
合
奏
…
セ
ビ
リ
ア

　
四
月
に
四
年
生
が
加
わ
り
練
習
し
て
い

ま
す
。
先
輩
が
楽
し
く
、
ぎ
び
し
く
教
え

て
今
で
は
上
手
く
な
り
ま
し
た
。

平成6年12月10日広報なかさと3
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冬
の
道
路
の
果
た
す
役
割
は
と
て
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
の
生
活
の
中
で
は
、
車
な
し
の
生
活
は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
冬
だ
っ
て
ど
こ
で
も
行
け
る
こ
と
で
私
た
ち
は
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
．
明
る
い
気
持
ち
に
な
れ
る
と
い
ヶ
毛

の
で
す
。

　
雪
国
の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、
今
年
も
万
全
の
体
制
で
除

雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
六
年
度
の
除
雪
は
、
除
雪
可

能
と
な
っ
た
路
線
を
新
規
に
組
入
れ

村
道
除
雪
総
延
長
は
、
六
三
・
七
㎞

で
こ
れ
を
二
十
四
台
の
除
雪
車
で
除

瀦羅轟

鐵
■■一■　一』，F■

羅

雪
し
ま
す
。

　
今
年
も
昨
年
と
同
様
に
、
十
㎝
以

上
の
降
雪
が
あ
る
と
除
雪
車
が
出
動

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
雪
国
の

生
活
確
保
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　
雪
国
の
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た

め
に
も
つ
ぎ
の
点
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◇
除
雪
作
業
は
安
全
第
一
で
す
。
作

　
業
中
は
絶
対
に
機
械
に
近
寄
ら
な

　
い
で
下
さ
い
。

◇
道
路
上
に
駐
車
し
な
い
で
下
さ
い
。

◇
屋
根
の
雪
を
路
上
に
捨
て
な
い
で

　
下
さ
い
。
や
む
を
得
な
い
と
き
は
、

、
車
の
通
行
の
支
障
と
な
ら
な
い
よ

　
う
に
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

◇
大
切
な
も
の
に
は
目
印
を
つ
け
て

　
下
さ
い
。

平成6年度冬期道路除雪路線計画図
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灘羅

㌫

噸
．　　　！

％

第
五
回
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
♪

　
十
二
月
一
日
㈱
、
ユ
ー
モ
ー
ル
に
お
い
て
、
コ
ー
ル
な
か
さ
と
と

中
里
コ
ン
サ
i
卜
協
会
の
主
催
に
よ
る
「
第
五
回
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
約
二
〇
〇
人
の
観
客
は
、
二
十
一
曲
の
混
声
合
唱
、
ア
・

カ
ペ
ラ
合
唱
の
歌
声
や
フ
ル
ー
ト
、
ギ
タ
ー
、
尺
八
、
琴
な
ど
の
音

色
に
う
っ
と
り
と
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
部
の
開
始
前
に
は
、
観
客
全
員
と
一
緒
に
♪
兎
追
い

し
か
の
山
…
…
♪
の
「
故
郷
」
を
合
唱
す
る
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
歌

声
と
演
奏
が
ホ
ー
ル
に
響
き
ま
し
た
。

●故郷

■観客とともに

　♪兎追いし　かの山♪

●砧（きぬた）

■琴合奏

　柳　協子・徳永和代

■
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ピ
ア
ノ
合
奏

　
藤
田
　
求
・
池
田
靖
啓

　
●
主
よ
、
人
の
望
み
の
喜
び
よ

■
フ
ル
ー
ト
四
重
奏

　
池
田
靖
啓
・
樋
口
恭
子

　
山
本
美
代
恵
・
江
口
幸
江

　
●
ド
レ
ミ
の
歌

■
混
声
合
唱

　
コ
ー
ル
な
か
さ
と

　
●
ミ
ス
タ
ー
モ
ー

　
●
歌
の
翼
に

　
●
一
日
に
何
度
も

ニ
ン
グ

平成6年12月10日広報なかさと5



里
中
の
生
徒
、
「
税
の
標
語
』
と
「
科
学
研
究
」
で
表
彰

騰搬

税
灘
の
藏
襟
麟
駈
撮
鵬

　
ま
た
、
十
日
町
税
務
署
長
賞
の
表

影
を
受
け
た
南
雲
さ
ん
の
標
語
は

「
税
金
で
輝
く
未
来
の
夢
づ
く
り
」

で
す
。

研
究
入
賞
者
の
表
彰
式
が
十
一
月
二

十
八
日
㈲
、
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
見
事
、
中
学
校
第
一
分
野

部
門
の
新
潟
県
教
育
長
優
秀
賞
に
輝

い
た
中
里
中
科
学
部
の
服
部
勇
介
く

ん
が
表
彰
を
う
け
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
研
究
題
目
は
、

コ
円
玉
と
磁
石
の
反
応
に
つ
い
て
」

で
す
。

　
こ
れ
は
、
服
部
君
が
「
日
本
の
お

札
に
磁
石
を
近
づ
け
る
と
磁
石
に
近

づ
く
反
応
が
起
こ
る
」
と
書
い
て
あ

っ
た
の
で
試
し
た
ら
本
当
だ
っ
た
。

そ
こ
で
「
一
円
玉
で
も
動
く
だ
ろ
う

か
」
と
思
い
実
験
し
た
と
こ
ろ
何
の

反
応
も
な
か
っ
た
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、

一
円
玉
す
な
わ
ち
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は

磁
石
に
反
応
し
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。
し
か
し
、
一
円
玉
は
電
流
を
よ
、

く
通
す
と
い
う
の
で
研
究
を
す
る
こ

と
に
し
た
そ
う
で
す
。

　
実
験
結
果
は
、
磁
石
に
つ
く
性
質

と
磁
石
に
反
応
す
る
性
質
は
別
の
も

の
だ
と
分
か
っ
た
こ
と
や
一
円
玉
や

ア
ル
ミ
板
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
が
動
く

の
は
電
磁
誘
導
に
よ
る
も
の
だ
と
思

う
こ
と
。
そ
し
て
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

は
一
円
玉
に
比
べ
動
き
が
よ
い
な
ど

幾
つ
も
の
発
見
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
服
部
君
は
、
こ
の
実
験
で
幾
つ
か

の
課
題
も
も
っ
て
い
る
よ
う
で
こ
れ

か
ら
も
こ
の
研
究
は
続
け
ら
れ
る
よ

う
で
す
。

噺
ま
た
、
こ
の
研
究
の
ほ
か
に
も
次

の
小
学
校
の
児
童
が
新
潟
県
地
区
理

科
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
協
議
会
長
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

小
学
校
中
学
年
の
部

☆
倉
俣
小
学
校
　
　
大
口
衣
吏
子

「
ど
の
入
れ
物
の
水
が
早
く
凍
る
か
」

灘

6

　
「
税
を
知
る
週
間
」
の
十
一
月
十

四
日
㈲
、
中
里
中
学
校
に
お
い
て
、

税
の
標
語
で
関
東
信
越
国
税
局
長
賞

佳
作
並
び
に
十
日
町
税
務
署
長
賞
優

秀
の
表
彰
状
の
伝
達
が
十
日
町
税
務

署
長
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
七
月
に
国
税
局
・
税
務

署
で
「
税
に
関
す
る
中
学
校
の
標
語
」

で
募
集
し
た
も
の
で
、
今
回
の
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
二
年
生
の
滝

澤
歩
さ
ん
と
三
年
生
の
南
雲
弥
生
さ

ん
で
す
。

　
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
を
受
け
た

滝
澤
さ
ん
の
標
語
は
、

「
あ
な
た
の
暮
ら
し
、

　
　
影
で
支
え
る
税
の
力
」
で
す
。

稀
轍
．
研
究
発
表

第
三
十
回
新
潟
県
児
童
生
徒
科
学

☆
貝
野
小
学
校
　
　
桐
生
和
樹

「
ア
リ
の
好
き
な
食
べ
物
調
べ
」

☆
清
津
峡
小
学
校

　
藤
ノ
木
良
美
、
山
本
か
お
り

「
い
き
い
き
野
菜
の
秘
密
」

小
学
校
高
学
年
の
部

☆
高
道
山
小
学
校

　
南
雲
美
智
子
、
樋
口
美
和
、
樋
口

　
奈
保
美
、
樋
口
昌
子
、
高
野
裕
佳

「
大
き
く
割
れ
に
く
い
シ
ャ
ボ
ン
玉

　
を
作
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」

☆
倉
俣
小
学
校
　
山
田
美
香
子

「
イ
チ
ゴ
の
つ
る
の
の
び
ぐ
あ
い
」

☆
貝
野
小
学
校
　
山
田
　
竜

「
加
熱
に
よ
る
電
流
の
変
化
」
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貝
野
小
リ
コ
ー
ダ
ー
、
全
国
大
会
へ
八
年
連
続

　
貝
野
小
学
校
の
リ
コ
ー
ダ
ー
が
十

一
月
二
十
六
・
二
十
七
日
に
長
岡
市

立
劇
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
県
リ
コ
ー

ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
み
ご
と
、
重

奏
・
合
奏
と
も
に
金
賞
を
獲
得
し
、

来
年
三
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
る
全

日
本
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
貝
野
小
学
校
リ
コ
ー
ダ
ー
は
、
毎

年
、
県
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
好
成
績
を

上
げ
、
重
奏
の
部
が
八
年
連
続
、
合

奏
の
部
で
も
七
回
全
日
本
コ
ン
テ
ス

ト
に
出
場
し
て
お
り
、
こ
の
全
国
大

会
の
場
で
も
好
成
績
を
上
げ
て
き
ま

し
た
。

　
指
導
し
て
い
る
傳
田
先
生
は
、
「
皆

さ
ん
の
期
待
の
そ
え
ら
れ
る
よ
う
全

国
大
会
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
も
い
っ

そ
う
磨
き
を
か
け
、
好
成
績
を
上
げ

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

が
ん
ば
れ
！

　
　
　
貝
野
小
リ
コ
ー
ダ
ー



大
き
く
育
て
”
桜
の
木
”

倉
俣
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
村
で
は
、
倉
俣
集
落
、
新
里
集
落
、

芋
沢
集
落
の
各
集
落
に
桜
と
つ
つ
じ

の
苗
木
を
配
布
し
、
集
落
の
皆
さ
ん

の
手
で
植
樹
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
中
里
村
地
域
景
観
整
備

事
業
の
村
単
独
事
業
と
み
な
さ
ん
か

ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
「
緑
の
羽
根

募
金
」
記
念
植
樹
事
業
に
よ
り
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　
倉
俣
集
落
で
は
、
倉
俣
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
桜
の
木
を
、
新
里
集
落
は
公
民

館
の
敷
地
内
に
桜
と
つ
つ
じ
を
植
え

込
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
芋
沢
で
は
、
昨
年
、
村
の

集
落
環
境
整
備
事
業
で
完
成
さ
せ
た

「
ス
プ
リ
ン
グ
パ
ー
ク
芋
沢
」
に
子

ど
も
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
と

す
る
団
体
が
桜
の
木
を
植
え
ま
し
た
。

　
植
え
た
桜
の
木
は
、
高
さ
が
約
四

m
位
あ
り
、
各
集
落
の
皆
さ
ん
の
手

で
植
え
ら
れ
た
木
は
、
来
春
に
は
必

ず
花
が
つ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
桜
が
年
々
大
き
く
育

ち
、
数
十
年
後
に
は
、
中
里
村
の
桜

の
名
勝
に
加
わ
る
場
所
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

搬

新
　
里

繍
欝

懸
騨
離
遜
織

林
道
西
方
線
開
通
〃

　
十
月
三
十
一
㈲
、
林
道
西
方
線
の

開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
林
道
西
方
線
は
、
東
田
尻
地
内
か

ら
清
津
川
を
わ
た
り
西
田
尻
よ
り
村

道
西
方
線
を
経
て
約
二
・
四
㎞
入
っ

た
西
方
集
落
を
起
点
に
延
長
三
一
九

五
m
で
林
道
小
出
田
代
線
の
中
間
地

点
の
清
田
山
地
内
を
終
点
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
開
設
に
よ
り
清
田

山
、
田
代
、
小
出
に
連
絡
さ
れ
こ
の

地
域
の
道
路
網
の
形
成
に
一
翼
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　
当
林
道
の
開
通
に
は
、
森
林
資
源

の
活
用
や
造
林
保
育
等
林
業
振
興
に

は
勿
論
の
こ
と
、
清
津
峡
、
七
ツ
釜
、

清
田
山
自
然
運
動
公
園
、
瀬
戸
渓
谷

の
名
勝
を
結
ぶ
道
と
し
て
観
光
面
に

お
い
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
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清
津
峡
渓
谷
歩
道
ト
ン
ネ
ル
買
通
〃

　
十
一
月
十
日
㈲
、
清
津
峡
渓
谷
歩

道
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
式
が
堀
川
副
知

事
、
上
村
県
議
、
地
元
住
民
、
工
事

関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
盛
大
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
た
び
重
な
る
落
石
事
故
に
よ
り
昭

和
六
十
三
年
か
ら
渓
谷
内
歩
道
の
閉

鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
国
、
県
そ
し

て
関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、
平
成

四
年
席
よ
り
ト
ン
ネ
ル
堀
削
工
事
に

着
工
し
て
き
ま
し
た
が
そ
の
ト
ン
ネ

ル
が
こ
の
ほ
ど
貫
通
い
た
し
ま
し
た
。

　
貫
通
し
た
ト
ン
ネ
ル
は
、
本
坑
入

口
よ
り
終
点
休
憩
所
ま
で
の
距
離
が

七
四
九
・
五
m
で
途
中
3
か
所
に
見

晴
所
が
設
け
ら
れ
て
、
そ
の
場
所
よ

り
渓
谷
美
が
眺
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
内
に
は
、
防
災
設
備
と

し
て
T
V
カ
メ
ラ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、

非
常
電
話
器
、
消
火
器
、
誘
導
表
示

灯
、
押
釦
通
報
機
が
設
置
さ
れ
、
安

全
に
景
観
が
楽
し
め
る
よ
う
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
平
成
八
年
度
の
完
成
を

目
指
し
、
本
坑
入
り
口
の
堀
削
、
ト

ン
ネ
ル
内
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
等
の

整
備
が
進
め
ら
れ
、
完
成
後
の
入
り

込
み
客
に
期
待
が
よ
せ
ら
れ
ま
す
。
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　清津峡温泉

本坑入口～終点休憩所 749．5m

第　1見晴所 38．5m

第　2見晴所 19．9m

第　3見晴所 29．3m

管　　理　　室 26．8m

作　　　業　　坑 94．Om

総トンネル延長 958．Om



　「豊かな島へ・住みよい島へ・生きがいの島へ」をテーマに第

6回仲里村産業文化まつりが11月26日、27日の両日村役場を主会

場に開催されました。

ー
ま つり会場では、農水産物や資料の展示・即売、リサイクルコ

ーナー￥黒糖づくりコーナー￥玩具づくり教室￥子供劇場￥功労

者表彰並びに褒賞授与式典及び祝賀会￥芸能祭など多彩な催しが

行われ、多くの人で賑いました。

その中でも、今回特に好評を得たのは文化協会設立準備委員会

が企画・運営にあたった「芸能祭」で．子供からお年寄りまで多

くの村民が常日頃一生懸命に活動している芸能を一同に会し、ふ

るさと芸能の普及発展を図るために行われ、古典音楽、舞踊、民

踊レク、大正琴￥バンド演奏、民謡￥エイサー太鼓など総勢約150

名総出演で16演目が舞台いっぱいに繰り広げられ、芸能に酔いし

れました。

会場には多くの万が来場し￥かわいいチビッコ達の演技になる

と￥微笑ましい雰囲気に包まれ、見事な踊りに感心していました。

　　国民年金Q＆鑑
　　醤i来の混巌凝，現在の生活を発実誉せだ騨の驚老後の二と

　　ま驚考詫る余絡ぱ翻奨ません。

蓋羅舞難潔老露墓磯隼金の、，か、猷障害墓

礎隼金、逡族隼金．寡婦集金溺あO謙塗。あ塗旋輝不測の事故で障警

者と姦鯵働ぽ癒く嶽っ艶ら…、ある協は、炎に先立だれて路歳朱満の

子と生i活するよう滋懸ったら…、蓬紅は決して将来の鑑と欝はありま

せん。今の生活を守るためにも保険料を納めることが大切なのです。

　象だ、墓礎隼金制度は、現役世代の保険料ぞ老齢鍵代の年金制度を

賄うと樋う穫代閥の鉄養のしく謬をとっていますの懸、20歳から弱歳

象での灘べ護の戴は繰険料を納付すること溺義務付けられて恥ます。

こ総は単に自営業の人だけ縫限らず、サラリーマンもそれぞれの加入

制度がら国毘年金に拠餓し《墓礎隼金を支えることが義務付けられて

鱒るの癒ず。

　謹のように、自分の慧志だけ総茄入の是葬を決定することができま

，せん。国民年金庭加入することは国民の義務であることを御理解下さ

［恥◎

　
十
月
二
十
六
日
㈱
、
秋
晴
れ
の
中
、

「
第
十
回
魚
沼
地
方
枝
打
ち
競
技

会
」
が
塩
沢
町
（
舞
子
）
地
内
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
将
来
の
優
良
材
の

生
産
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
育
生

技
術
で
あ
り
、
ま
た
、
雪
害
防
止
の

手
段
と
し
て
も
大
切
で
あ
る
枝
打
ち

技
術
の
向
上
と
認
識
の
高
揚
を
目
的

と
し
た
も
の
で
今
年
で
十
回
目
を
数

え
ま
す
。

　
当
日
は
、
魚
沼
管
内
に
あ
る
八
森

林
組
合
よ
り
九
チ
ー
ム
が
参
加
（
一

チ
ー
ム
三
人
）
し
、
大
勢
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
み
ま
も
る
中
、
十
三
年
生
の

杉
を
一
人
当
た
り
四
本
打
つ
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
技
術
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
中
里
村
で
は
、
田
沢
、
小
出
、

田
代
一
、
田
代
二
と
四
チ
ー
ム
十
六

人
が
十
日
町
森
林
組
合
で
活
躍
し
て

お
り
、
今
回
は
そ
の
中
で
田
沢
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
み
ご
と
新
潟
県
知
事

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
本
人
た
ち
は
、
厳
し
い
審
査
員
が

見
つ
め
る
中
で
も
、
普
段
ど
お
り
の

実
力
が
出
せ
た
と
言
う
こ
と
で
し
た
。

田
沢
チ
ー
ム
優
勝
を
か
ざ
る
〃
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

幽
霧國

鰭
難
螢
謙
険
料
は

、
課
麟
灘
綴
難
織
控
除

さ
れ
ま
鳶

　
所
得
税
の
年
末
調
整
が
行
わ
れ
る

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
国
民
年
金
の

保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
、
全
額
が
課
税
対
象
か
ら
控
除
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

六
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
一
年

間
に
納
め
た
す
べ
て
の
保
険
料
で
す
。

自
分
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
家
族
の

保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
し
、
免
除
期

間
の
追
納
保
険
料
や
、
今
年
、
納
め

た
も
の
で
あ
れ
ば
過
去
の
未
納
保
険

料
な
ど
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
六
年
の
保
険
料
は
表
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
納
め
た
金
額
が
わ

か
ら
な
い
と
き
は
、
役
場
国
民
年
金

係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　　　　　★平成6年度の保険料額

・定額保険料

⑭

平成6年1月～3月 1か月 10，500円
平成6年4月～12月 1か月 11，100円

1年分の保険料 131，400円
・定額保険料と付加保険

平成6年1月～3月 1か月 10，900円
平成6年4月～12月 1か月 11，500円

1年分の保険料 136，200円、

「
低
懸
羅
遡
蟻
鑓

　
　
　
　
蕊
契
纐
翻
芳
へ

　
低
圧
変
圧
器
の
使
用
で
は
契
約
に

違
、
反
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
（
低
圧

変
圧
器
を
電
圧
調
整
器
と
呼
ん
で
い

しているかわかるようにかくこと

の二つを気をつけました。手や顔

卿晶季熊諭呈黒溝）⑯

　由希子ちゃんは．みかんが大好

き。ごはんもいっぱい食べて家の

中をよく動きまわっています。

　昼間はおぱあちゃんとお人形や

パズルで遊んでいますが￥おにい

ちゃん．おねえちゃんが保育所か

ら帰って来ると家の中は3人で大

にぎわいになってしまいます。

　また、テレビのチャンネルも由

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

低
圧
変
圧
器
の
セ
ー
ル
ス
や
リ
ー
ス

の
勧
誘
に
ご
注
意
を
！

　
「
電
気
代
が
お
安
く
な
り
ま
す
…
」

な
ど
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
「
低

圧
電
力
」
を
ご
契
約
の
お
客
様
に
2

0
0
ボ
ル
ト
か
ら
1
0
0
ボ
ル
ト
ヘ

電
圧
を
変
換
す
る
低
圧
変
圧
器
の
設

置
を
勧
誘
す
る
事
例
が
増
え
て
お
り

ま
す
が
低
圧
変
圧
器
の
ご
使
用
方
法

に
よ
っ
て
は
電
気
の
契
約
に
違
反
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
く
れ
ぐ
れ

も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
お
問
合
せ
先

　
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

　
　
　
　
　
　
智
5
2
1
3
1
0
7

一
鐵
脚
縦
難
能
士

　
　
通
撰
講
纒
翻

　
　
　
　
　
　
嚢
講
灘
募
集

募
集
訓
練
科

一
級
　
　
　
8
科

　
機
械
加
工
科
、
仕
上
げ
科
、
板
金

　
科
、
配
管
科
、
機
械
・
プ
一
フ
ン
ト

　
製
図
科
、
建
築
大
工
科
、
機
械
検

　
査
科
、
建
設
機
械
整
備
科

二
級
　
　
　
2
2
科

　
機
械
加
工
科
、
仕
上
げ
科
、
板
金

　
科
、
鋳
造
科
、
塗
装
科
、
配
管
科
、

　
金
属
熱
処
理
科
、
鉄
工
科
、
電
気

　
機
器
組
立
科
、
機
械
・
プ
ラ
ン
ト

　
製
図
科
、
機
械
検
査
科
、
電
気
め

　
っ
き
科
、
木
型
製
作
科
、
建
具
製

　
作
科
、
印
刷
科
、
広
告
美
術
仕
上

　
け
科
、
建
築
大
工
科
、
ブ
ロ
ッ
ク

　
建
築
科
、
左
官
科
、
か
わ
ら
ぶ
き

　
科
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
科
、
建
設

　
機
械
整
備
科

受
講
資
格
　
実
務
経
験
の
あ
る
方

受
講
期
間
　
標
準
一
年

受
講
料
　
一
級
八
、
二
四
〇
円

　
　
　
　
　
二
級
　
六
、
一
八
○
円

　
　
　
但
し
、
平
成
七
年
一
月
か
ら

　
　
　
　
一
級
　

八
、
一
二
五
〇
円

るんですよ、

　
　
　
　
一
一
級
　
　
六
、
二
七
〇
円

特
　
　
典

　
　
修
了
者
は
、
技
能
検
定
の
学
科

　
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
　
ま
た
、
講
座
を
修
了
す
る
こ
と

　
に
よ
り
、
生
産
開
発
給
付
金
、
中
．

　
高
年
齢
労
働
者
等
受
講
奨
励
金
の

　
支
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟

　
　
　
長
岡
市
住
吉
3
1
1
1
1

盈
0
2
5
8
－
3
3
1
2
4
2
2

あ
織
難
懇
簿

　
　
　
　
譲
鋸
糖
鎌
穆
た

　
裏
千
家
中
里
支
部
、
代
表
井
ノ
川

朝
子
さ
ん
よ
り
図
書
の
贈
呈
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
四
十
七
人
の
刺
客
」
、
「
い
ま
日

本
が
な
す
べ
き
こ
と
」
、
「
「
大
世
紀
末
』

経
済
メ
カ
」
、
「
真
実
の
サ
イ
バ
バ
」

ほ
か
七
冊
の
計
十
冊
で
す
。
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褻…醐

鰐｛佐々木駿二男｝上山

謙1｛村山欝長男｝桂

誠大｛阿部望享二男｝新屋敷

齢｛樋・羅二男｝干溝

鹸｛樋・千匡香長女｝通り山

聰
子
敦
子
弥
子

　
美

親
恵
　
陽
辰
陽

山
井
田
落
部
木

村
涌
藤
水
服
熊

〔
　
　
　
〔
　
　
　
〔

中
市
敷
市
寺
市

町
晶
来
越

宮
十
本
十
如
上

　
山
中

桂
　
上
田

　
　

　
　

　

9
　
6
　
0
乙

8
　
Ω
り
　
0
0

（
　

（
　

（

司
郎
子

申
治
ヅ

イ
　
寅
シ

井
原
田

涌
上
藤
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

低利融資（経営安定資金）貸付け

　奪隼華ばつ異常気象によっで農作物に被警を舜けた農業者の負担

軽減と農業再盤塵の確保を図るため低利資金の貸樋けを行います。

　希望さ舞る方は、お申し込み下さ隔o

　蓬の資金ぽ．村畿農協の利子補給によ姿貸付けをするものです。

資
，

金　名　中璽癒峯ばつ等被害農業者経営安全資金

、貸獄対象者　平年権此べ農作物の収入が憩％以血減収となった農業

　　　　　者《認定溺必饗となゆます）。

貸付剰率3．3％
貸付限度額　個人20◎寿円・法人600万円

償還期限　5年以内（うち据置期問2隼以内），

資金の使途　生活資金（横還金、教育費、医療費等生活に必要な経

　　　　　麹
申も込み先　南里村農業協嗣縄合

申込期限 貸付実行日（予定）

第1回 12月16日’ 12月26日

第2回 1月10日 1月20日

　※詳細縫つ騨ては、農協及び役場農林課にご相談下さ禍。

篭　の他
　上記資金のほか広報なかさと（10月号）でお知らせしました新潟県

農林水産業振興資金（経営資金・貸付利率3。3％・貸付限度額個人250

葺円、法人7髄箆鋤第2回串込期限塗月3蝸も利用できますのでご

相談準さ婚。なお、国の天災融資法が発動されましたので新潟県農

林水産業振翼資金惜受巻のうち張災資金の惜受資格のある方は、天

災資金薦欝り換荒を行う逡とにな拶ます。

◎姫婦健診・母親学級

　12月麓田　圭村病院産婦入科

妊婦健診　墨31◎継縫3：舗受付

母親学級　妊娠中の栄養

＼

『1995農業センサス』が行なわれますノ

　「1995農業サンセス」が平成7年2月1日現在で行なわれます。

　　　　　　　《1995農業サンセスとは》

　我が国の農業に関する最も基本的な統計調査として実施しますが、

我が国の農家や農業を営む事業体を一斉に調査することから「農業

の国勢調査」と言われています。

　農業は、食料の供給、国土の保全など重要な役割を担っています

が、一方では、労働力の高齢化や生産性向上の立ち遅れなど難しい

問題を抱えています。このような中で適切な農業施策を行い農業の

発展を図ることが極めて重要です。

　農業センサスの結果は、国、都道府県の農業施策の基礎資料ばか

りでなく、町づくり、村づくりに欠かせない基礎的な統計として活

用されます。

平成7年1月下旬頃より知事が任命した調査員が各家庭に訪問い

たしますのでご協力をお願いします。

11 広報なかさと 平成6年12月10日



徳井めぐみさん
集’落堀之内

青春してます
　12月10日～12月26日

カレンタ“一
昭和49年8月7日生まれ　20歳

10ω

婆、1i

中里卓球大会　倉田沢小学校体育館

∈）8：30～12：00

年末の交通事故防止運動（31日まで）

12（月） クリスマスダンスパーティー　倉ユーモー

ル（D19：00～

13㈹

14㈱

15休） 中里村議会　含役場議場（D10：00～

16働

中里村議会　合役場議場∈）10：00～

妊婦健診・母親学級　合上村病院産婦人科

013：00～13：30受付

心配ごと相談（村山篤稔）合デイサービス

センター　013：00～16：00

17（土）

乳8⑭

19（月）

20㈹

21㈱

22（木）

鴛働 天皇誕生日

24（土）

26（月）

※変更隣巻場奮瀞お鰻蒙蝶。御駕の際ぽ確認iを

　　　　　　　おねiゐ難～蓬象鱗。

星座獅子座
血液型A型
身長162cm
来年の成人式にはきれいなきも

ので出席したいというめぐみさん’

は、十日町市本町の十日町商事㈱

に勤め、事務をとっています。

「この村がこれからどんどん発展

するのが楽しみですね。特に宮中

島温泉施設には期待しています。

そして、この地で結婚したいと思

っています。でもその前に、私の

わがまま聞いてくれるステキな男

性を待ってま～すり」と明るく話

してくれました。

休
日
救
急
医

⑳川西町診療所糖8丙2蹄

⑳津南病院麗5南3爵1

⑳長山医院穰6粛智

⑳中条医院響碕鴇1

㊧庭野医院響箭需1

㊧庭野医院響箭需1

ん
ゆ

塊
麟

心
⑳

ラ

　　’
　ρ　000・0

亡
街

勘、

冬壱

叛
く
ぞ

ちのニ　　　　　　　　　　　　 じ

画
　　　亀く
　　　　づφや尋◎φ」

　
今
冬
の
初
雪
が
十
一
月
二
十
七

日
に
降
り
、
い
よ
い
よ
冬
本
番
と

な
り
ま
し
た
。

　
気
象
情
報
に
よ
る
と
今
冬
は
、

少
雪
と
予
報
し
て
い
ま
す
が
皆
さ

ん
の
予
測
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
十
二
月
に
入
り
忘
年
会

等
で
飲
む
機
会
が
多
く
な
っ
て
来

ま
し
た
が
、
身
体
に
は
十
分
注
意

し
た
い
も
の
で
す
。

▼
十
二
月
十
一
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
の
二
十
一
日
間
、
年
末
の
交

通
事
故
防
止
運
動
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
雪
道
を
走
る
と
き
は
、
速
度

の
減
速
や
車
間
距
離
を
十
分
に
と

っ
て
ス
リ
ッ
プ
等
に
気
を
つ
け
ま

し
よ
う
。

スギ ユリ

　　　　　（昭和60年7月25日制定〉

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

o
Q

翻

数
　
ロ

件
　
ゼ

故
者
者
故

事
　
事

通
　
亡

交
死
傷
死

●
●
●
●

21件

0人

26人

748日

11月末現在
（）は前月比

人ロ男3，347人（一7）女3，365人（一4）計6，712人（一11）　世帯数1，637（一4）
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